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福
島
第
１
原
発
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の

意
図
的
な
海
洋
放
出
は
あ
り
え
な
い

︱
今
も
放
射
能
の
海
へ
の
流
出
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
直
視
す
べ
き
だ
！

　
湯
浅 

一
郎

福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
ほ
ぼ
12
年
半
が
経
つ

２
０
２
３
年
８
月
24
日
、
政
府
は
、
福
島
の
地
元

を
は
じ
め
全
国
の
漁
業
者
と
の
文
書
に
よ
る
約
束

も
反
故
に
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
多
核
種
除
去
設
備
）

処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
始
め
た
。
そ
れ
ま
で

「
汚
染
水
」
と
し
て
タ
ン
ク
に
貯
め
て
い
た
も
の

を
、「
処
理
水
」
と
名
を
変
え
、
い
か
に
も
無
害

と
な
っ
た
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
。

福
島
第
1
原
発
か
ら
の
放
射
能
汚
染
水
の
海

へ
の
流
出
は
今
も
続
い
て
い
る

燃
料
デ
ブ
リ
の
再
溶
融
を
防
ぐ
た
め
に
閉
じ
た

冷
却
系
統
で
水
を
循
環
さ
せ
る
本
来
の
冷
却
作
業

は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
地
震
直
後
に
不
可

能
と
な
り
、
ひ
た
す
ら
水
を
注
入
し
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
間
、
東
電
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り

汚
染
水
を
浄
化
し
、
地
下
水
バ
イ
パ
ス
、
地
下
水

く
み
上
げ
、
凍
土
壁
な
ど
に
よ
り
、
山
側
か
ら
流

入
す
る
地
下
水
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
で
、

タ
ン
ク
貯
蔵
せ
ね
ば
な
ら
な
い
汚
染
水
を
極
力
減

ら
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
残
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

汚
染
水
は
徐
々
に
減
少
し
、
２
０
１
５
年
、
約

４
９
０
㎥
／
日
、
２
０
１
８
年
、
約
１
７
０ 

㎥

／
日
、
そ
し
て
２
０
２
２
年
に
は
約
90
㎥
／
日
と

な
っ
た
。
東
電
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
１
年
４
月
１

日
時
点
で
１
０
４
７
基
の
タ
ン
ク
に
約
１
２
５
万

㎥
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ト
リ
チ
ウ
ム
の
平
均
濃

度
は
約
62
万
ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
、
全
ト
リ
チ

ウ
ム
総
量
は
約
７
８
０
兆
ベ
ク
レ
ル
に
な
る
。
こ

れ
を
海
水
で
希
釈
し
て
30
年
か
け
て
海
に
放
出
す

る
と
い
う
。

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
事

故
直
後
か
ら
、
汚
染
さ
れ
た
冷
却
水
の
一
部
が
海

へ
流
出
し
続
け
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
原
子
炉
や

タ
ー
ビ
ン
建
屋
が
面
し
た
港
湾
内
の
海
水
や
底
泥

が
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
を

物
語
っ
て
い
る
。
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
デ
ブ
リ
に

は
何
一
つ
手
を
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
地

下
か
ら
海
へ
の
侵
入
経
路
を
探
し
補
修
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
、
冷
却
の
構
造
は
事
故
直
後
と
何
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。

２
０
１
３
年
時
点
で
東
電
は
、
原
発
か
ら
の

放
出
量
を
ト
リ
チ
ウ
ム
５
０
０
億
ベ
ク
レ
ル

／
日
、
セ
シ
ウ
ム
40
～
２
０
０
億
ベ
ク
レ
ル
／

日
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
30
～
１
０
０
億
ベ
ク
レ
ル

／
日
と
推
定
し
て
い
た
。
２
０
１
３
年
以
降
の
港

湾
内
の
海
水
中
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
濃
度
の
推
移
を

見
る
と
、
２
０
１
５
年
と
２
０
２
２
年
に
若
干
の

低
下
が
み
ら
れ
る
が
、
現
在
も
ゼ
ロ
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
２
０
１
５
年
９
月
に
海
側
遮
水
壁
と
し

て
鋼
管
矢
板
を
難
透
水
層
ま
で
打
設
し
た
こ
と

で
、
2
～
10
ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
だ
っ
た
も
の

が
一
定
の
低
下
は
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
１
～
２
ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
程
度
は
あ
り
、

降
雨
時
の
一
時
的
な
上
昇
も
見
ら
れ
る
。
現
在
の

放
出
量
の
推
定
値
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
流
出

量
は
減
っ
て
い
る
に
し
ろ
、
汚
染
水
の
流
出
は
今

も
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
一
時
的
な

特
集
　
福
島
原
発
汚
染
水
を
海
に
流
す
な
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特
集
　
福
島
原
発
汚
染
水
を
海
に
流
す
な

放
出
量
と
し
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
放

射
能
よ
り
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
事
実
を

直
視
す
れ
ば
、
倫
理
的
に
も
論
理
的
に
も
、
管
理

で
き
る
放
射
能
は
決
し
て
環
境
に
放
出
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
原
則
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
も
「
管
理

で
き
る
放
射
能
」
で
あ
る
。

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
等
処
理
水
小
委
員
会
」
報
告
書

処
分
方
法
の
選
択
に
当
た
り
政
府
が
依
拠
し
た

の
が
経
済
産
業
省
の
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
等
処
理
水
の
取

扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会
」
報
告
書
（
２
０
２
０
年

２
月
10
日
）
で
あ
る
。
主
な
内
容
は
以
下
で
あ
る
。

・
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
約
７
割
で
ト
リ
チ
ウ
ム

以
外
に
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
、
ヨ
ウ
素
１
２
９
な

ど
が
基
準
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

再
度
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
す
べ
て
処
理
し
、
ト
リ
チ
ウ
ム

以
外
の
核
種
を
完
全
に
除
去
し
、
残
る
の
は
ト
リ

チ
ウ
ム
だ
け
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
そ
の
上
で
地
層
注
入
、水
素
放
出
、地
下
埋
設
、

水
蒸
気
放
出
、
海
洋
放
出
の
５
つ
の
選
択
肢
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
中
の
原
子
力
施
設
で

実
績
の
あ
る
海
洋
放
出
が
現
実
的
と
強
調
し
た
。

・
そ
の
上
で
風
評
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
「
報
告
書
」
の
最
大
の
問
題
は
、
５
つ
の

選
択
肢
の
中
に
環
境
へ
の
放
出
を
避
け
る
（
タ
ン

ク
増
設
な
ど
）
こ
と
が
初
め
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
廃
炉
と
廃

止
措
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
汚
染
水
の
処
理

を
終
わ
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
至
上
命
令
で
あ

る
。
小
委
員
会
に
は
、「
管
理
で
き
る
放
射
能
は

環
境
に
放
出
し
な
い
」
と
す
る
原
則
が
な
く
、
初

め
か
ら
環
境
に
放
出
す
る
こ
と
が
前
提
な
の
で
あ

る
。ま

た
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
核
種
の
除
去
が
、
ど

の
程
度
、
完
全
に
行
な
え
る
の
か
も
不
明
の
ま
ま

で
あ
る
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
の　
　

影
響
が
小
さ
い
証
拠
は
な
い

問
題
は
、
残
っ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
水
の
挙
動
と
生

物
や
人
間
へ
の
影
響
で
あ
る
。
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水

素
の
同
位
元
素
で
、
元
々
、
天
然
に
存
在
す
る
物

質
で
、
水
に
紛
れ
て
動
く
の
で
、
短
時
間
で
体
内

か
ら
出
て
い
く
上
に
、
核
崩
壊
の
際
に
放
出
す
る

電
離
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
小
さ
く
有
害
性
は
小
さ
い
と

さ
れ
る
。
小
委
員
会
の
議
論
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

環
境
影
響
は
わ
ず
か
で
、
風
評
被
害
だ
け
が
問
題

で
あ
る
と
の
論
調
に
終
始
し
て
い
る
。
国
際
放
射

線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
線

量
計
数
を
非
常
に
低
く
し
、
人
体
に
は
影
響
が
少

な
い
と
し
て
い
る
。
海
洋
放
出
の
際
の
規
制
基
準

は
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
６
万
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
、

濃
度
を
薄
め
て
放
出
す
れ
ば
い
い
と
い
う
基
準
で

あ
る
。

し
か
し
規
制
基
準
は
、
常
に
海
水
と
接
し
て
い

る
海
洋
生
物
や
生
態
系
へ
の
影
響
は
想
定
し
て
い

な
い
。
特
に
ト
リ
チ
ウ
ム
が
環
境
や
生
物
の
体
内

の
炭
素
と
結
合
し
て
生
じ
る
有
機
結
合
型
ト
リ

チ
ウ
ム
（
Ｏ
Ｂ
Ｔ
）
は
、
長
期
に
わ
た
り
臓
器
な

ど
に
と
ど
ま
り
、
極
め
て
厄
介
な
挙
動
を
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
近
年
、
海
洋
に
放
出
さ

れ
た
直
後
の
沿
岸
海
域
に
お
け
る
ト
リ
チ
ウ
ム

の
地
球
化
学
的
挙
動
の
研
究
が
進
み
、
イ
ギ
リ

ス
の
セ
バ
ー
ン
川
河
口
域
で
は
、
食
物
連
鎖
に

よ
り
相
当
程
度
の
濃
縮
が
あ
る
と
の
研
究
が
あ

る
。
ま
た
セ
バ
ー
ン
河
口
の
カ
ー
デ
ィ
フ
付
近

で
、
１
㎏
当
た
り
タ
ラ
３
万
３
０
０
０
ベ
ク
レ

ル
、
ヒ
ラ
メ
２
万
３
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
、
ム
ラ
サ

キ
イ
ガ
イ
２
万
６
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
、
ゴ
カ
イ

１
万
６
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
な
ど
極
め
て
高
濃
度
の

ト
リ
チ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

河
口
域
に
お
け
る
食
物
連
鎖
に
伴
う
相
当
な
濃
縮

を
示
唆
し
て
お
り
、
規
制
基
準
の
根
拠
を
揺
る
が

し
て
い
る
。

確
か
に
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
言
う
よ
う
に
世
界
の
原

発
で
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
規
制
基
準
以
下
に
薄
め
て

の
海
洋
放
出
が
日
常
化
し
て
き
た
。
た
だ
し
政
府

が
、
海
洋
放
出
の
正
当
化
に
依
拠
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

は
、
原
子
力
の
商
業
利
用
を
推
進
す
る
国
際
機
関

で
あ
る
こ
と
を
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本

の
加
圧
水
型
原
発
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）、
年
に
約
18
～
87
兆

ベ
ク
レ
ル
、
沸
騰
水
型
原
発
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）、
約
0
・
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特
集
　
福
島
原
発
汚
染
水
を
海
に
流
す
な

21
～
2
・
1
兆
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
。
最
も
多
い

ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
（
フ
ラ
ン
ス
）
は
約
１

京
３
７
０
０
兆
ベ
ク
レ
ル
と
原
発
と
比
べ
桁
が
３

～
４
も
大
き
い
。
福
島
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
約

７
８
０
兆
ベ
ク
レ
ル
な
ど
問
題
で
は
な
い
と
で
も

言
い
た
げ
で
あ
る
。

し
か
し
世
界
の
原
発
で
海
洋
に
希
釈
放
出
さ
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、「
環
境
へ
の
影
響
が
な

い
」
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ト
リ
チ
ウ
ム
放
出
の
多
い
重
水
素
型
原
発
を
多
用

す
る
カ
ナ
ダ
で
は
、
子
ど
も
の
白
血
病
や
先
天
性

異
常
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
「
影
響
は
な
い
」
こ
と
が
疫
学
的
に
十
分

調
査
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
調
査
を
し
な

い
で
お
い
て
「
影
響
は
な
い
」
と
一
方
的
に
決
め

つ
け
て
い
る
世
界
的
現
状
は
容
認
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。
し
い
て
言
え
ば
「
影
響
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。「
影
響
が
わ
か
ら
な
い
」

こ
と
は
「
影
響
が
な
い
こ
と
」
と
同
じ
で
は
な
い
。

こ
の
際
、
世
界
規
模
で
の
原
子
力
施
設
か
ら
の
大

量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
放
出
が
も
た
ら
す
低
濃
度
の
長

期
的
な
汚
染
に
よ
る
海
洋
生
物
や
生
態
系
へ
の
影

響
に
関
し
世
界
規
模
で
疫
学
的
研
究
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

世
界
三
大
漁
場
の
海
を　
　
　
　
　
　
　
　

放
射
能
の
毒
壺
に
す
る
な

最
後
に
福
島
第
１
原
発
が
面
す
る
常
磐
沖
の
海

な
漁
場
で
あ
り
、
環
境
省
が
生
物
多
様
性
を
保
持

す
る
基
礎
資
料
と
し
て
「
生
物
多
様
性
の
観
点
か

ら
重
要
度
の
高
い
海
域
」
と
し
て
、２
７
０
の
「
沿

岸
域
」、
20
の
「
沖
合
表
層
域
」、
31
の
「
沖
合
海

底
域
」
を
抽
出
し
た
海
域
の
典
型
で
あ
る
。
特
に

沖
合
表
層
域
は
「
本
州
東
方
混
合
水
域
」
の
一
部

で
、「
黒
潮
親
潮
移
行
域
あ
る
い
は
混
合
水
域
と

も
呼
ば
れ
る
親
潮
と
黒
潮
の
混
合
す
る
海
域
で
あ

り
、
暖
水
・
冷
水
渦
を
含
む
複
雑
な
フ
ロ
ン
ト
構

造
が
発
達
」
し
、「
温
帯
性
種
と
亜
寒
帯
性
種
と

が
共
存
す
る
独
特
の
生
物
相
を
形
成
す
る
と
と
も

に
高
い
生
物
生
産
を
示
す
海
域
」
で
あ
り
、「
サ

ン
マ
、
サ
バ
類
、
イ
ワ
シ
類
な
ど
の
浮
魚
類
・
イ

カ
類
、
マ
グ
ロ
類
や
カ
ツ
オ
な
ど
大
型
回
遊
魚
の

索
餌
・
成
長
海
域
と
な
っ
て
お
り
︙
︙
多
様
な
有

用
水
産
資
源
が
生
息
す
る
」。
原
発
か
ら
流
出
す

る
汚
染
水
や
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
放
出
を
め

ぐ
っ
て
、
世
界
三
大
漁
場
の
1
つ
で
あ
る
海
に
放

射
能
を
出
し
続
け
る
こ
と
へ
の
痛
み
が
全
く
語
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

海
洋
は
地
球
上
に
生
命
を
も
た
ら
し
た
基
盤
で

あ
り
、
多
様
な
生
命
が
生
き
る
場
で
あ
る
。
特
に

福
島
沖
は
世
界
三
大
漁
場
の
一
部
と
し
て
、
世
界

規
模
で
見
て
も
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
重
要
度

が
高
い
。
海
は
、〈
こ
れ
以
上
、
海
を
毒
壷
に
す

る
な
〉
と
う
め
き
声
を
あ
げ
て
い
る
。
今
、
政
府

は
、
こ
の
警
告
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
生
物
多
様

性
保
全
を
推
進
す
る
責
務
が
あ
る
。
そ
う
考
え
る

と
き
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
あ
り

得
な
い
選
択
で
あ
る
。今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。

環
境
へ
の
放
出
は
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
海
洋

放
出
を
止
め
、
タ
ン
ク
の
増
設
や
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

汚
染
水
の
セ
メ
ン
ト
固
化
な
ど
別
の
対
策
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
新
た
に
核
分
裂
生
成
物

を
産
み
出
さ
な
い
と
い
う
原
則
を
求
め
た
い
。

な
お
事
故
直
後
の
放
射
能
の
海
へ
の
流
出
や
世

界
三
大
漁
場
は
、拙
著『
海
の
放
射
能
汚
染
』、『
海
・

川
・
湖
の
放
射
能
汚
染
』（
と
も
に
緑
風
出
版
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
ゆ
あ
さ
・
い
ち
ろ
う
／
ピ
ー
ス
デ
ポ
代
表
）

が
世
界
三
大
漁
場

の
最
も
有
力
な
一

つ
で
あ
り
、
世
界

的
に
も
「
生
物
多

様
性
の
観
点
か
ら

重
要
度
の
高
い
海

域
」
で
あ
る
点
を

指
摘
し
た
い
。
福

島
沖
の
海
は
、
黒

潮
と
親
潮
と
い
う

「
惑
星
海
流
」
が

生
み
出
す
世
界
的


	



